
生活困窮者自立支援法が意味するもの

－地域に「支え合いのかたち」を創造する－

大阪市立大学大学院生活科学研究科

教 授 岩 間 伸 之

●はじめに －生活困窮者支援から地域福祉の推進へ－

【１】「生活困窮者自立支援法」の理解のための３つの前提

１．この制度をうまく使えば何ができるかという発想

２．「新法」が必要とされる理由

３．地域における「支え合いのかたち」の創造

【２】「生活困窮者自立支援法」の概略

１．「生活困窮者自立支援法」の目的と定義

（目的）
第一条 この法律は、生活困窮者自立相談支援事業の実施、生活困窮者住居確保給付

金の支給その他の生活困窮者に対する自立の支援に関する措置を講ずること
により、生活困窮者の自立の促進を図ることを目的とする。

（定義）
第二条 この法律において「生活困窮者」とは、現に経済的に困窮し、最低限度の生

活を維持することができなくなるおそれのある者をいう。

２．同法に基づく事業

①（必須）自立相談支援事業 （国庫負担 ３/４）
②（必須）住居確保給付金 （国庫負担 ３/４）



③（任意）就労準備支援事業 （国庫補助 ２/３以内）
④（任意）一時生活支援事業 （国庫補助 ２/３以内）
⑤（任意）家計相談支援事業 （国庫補助 １/２以内）
⑥（任意）学習支援事業その他生活困窮者の自立の促進に必要な事業(国庫補助 1/2以内)
⑦ 就労訓練事業

【３】「生活困窮者自立支援法」の施行及び運用のための基本文献

①「生活困窮者自立支援法の公布について（通知）」（平成25年12月13日 職発1213第
1号／能発1213第2号／社援発1213第4号）

②『生活困窮者自立相談支援機関の設置・運営の手引き』北海道総合研究調査会（平成
26年３月）
http://www.hit-north.or.jp/houkokusyo/2013seikatsushientebiki/00all.pdf

③『自立相談支援機関使用標準様式研究事業－自立相談支援機関における相談支援プロ
セスにおけるケアマネジメントのあり方と帳票類の実用化に向けた調査研究報告書』
みずほ情報総研（平成26年３月）
http://www.mizuho-ir.co.jp/case/research/pdf/konkyu2014_1.pdf

④『生活困窮者の就労支援に関する研究事業報告書』三菱UFJリサーチ&コンサルティン
グ（平成26年３月）
http://www.murc.jp/uploads/2014/04/koukai140430_c1.pdf

⑤『家計相談支援事業の運営の手引き』日本総合研究所（平成26年３月）
http://www.jri.co.jp/MediaLibrary/file/column/study/pdf/7380.pdf

⑥「新たな生活困窮者自立支援制度に関する質疑応答集」厚生労働省(平成26年５月20日）
http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/seikatsuhogo/dl/shitugi_h260520.pdf

⑦『自立相談支援事業従事者養成テキスト』中央法規（2014年６月）

【４】生活困窮者支援が求められる諸要因 －「構造的課題」を読み解く－

１．生活保護率の上昇と傾向の変化

２．人口構造の変化 －少子高齢化がもたらす影響－

３．景気の低迷と就労支援ニーズの増大

４．「無縁社会」の到来 －地縁・血縁の瓦解－

５．新しい生活課題・ニーズの出現



【５】新たな生活困窮者支援制度の６つの理念 －自立相談支援事業の新しい機能－

１．社会的孤立を含む生活困窮者への支援

２．予防的機能の推進

３．アウトリーチ機能の推進

４．伴走型支援機能の推進

５．「出口戦略」としての社会資源の創出

６．地域における多層のネットワークによる協働的支援の展開

【６】自立相談支援事業における「総合相談モデル（理念型）」の提示

１．基本的視座

１）日常生活圏域を基礎単位（基本ユニット）として展開

２）「地域を基盤としたソーシャルワーク」を方法として展開

３）地域担当の専門職と地域側の中核的担い手との協働

４）小地域における住民の参画による相談支援体制

２．自立相談支援事業における「総合相談モデル（理念型）」の提示

コミュニティソーシャルワーカーは、制度の狭間で救われずに苦しむ孤立や貧困、

その声にもならないＳＯＳを見つけ出し、地域で支えるしくみをつくる仕事です。

ＮＨＫドラマ『サイレント・プア』(2014)より

【７】「支え合いのかたち」の創造に向けて



「生活困窮者自立支援法」の成立・施行までの経過

１．平成22年７月

パーソナル・サポート・サービス検討委員会（内閣府）の発足

２．平成24年２月17日

「社会保障・税一体改革大綱」に「生活支援戦略」の策定を盛り込むことを閣議決定

３．平成24年４月

社会保障審議会「生活困窮者の生活支援の在り方に関する特別部会」の設置

４．平成24年４月

平成24年度セーフティネット支援対策等事業費補助金 社会福祉推進事業

５．平成24年７月５日

「生活困窮者の生活支援の在り方に関する特別部会」（中間まとめ）

６．平成24年12月

政権交代 ［「生活支援戦略」→「生活困窮者支援」］

７．平成25年１月25日

社会保障審議会「生活困窮者の生活支援の在り方に関する特別部会」報告書

８．平成25年４月

「生活困窮者自立促進支援モデル事業」の開始

９．平成25年６月26日

審議未了により「生活困窮者自立支援法案」の廃案

10．平成25年12月６日

「生活困窮者自立支援法」の成立

11．平成27年４月１日

「生活困窮者自立支援法」の施行
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◆「中間的就労」の推進
・直ちに一般就労が困難な者に対する支援付きの就労の場の育成

◆家計相談支援事業
・家計再建に向けたきめ細かな相談・支援

・家計再建資金貸付のあっせん

◆「住居確保給付金」の支給

・就職活動を支えるため家賃費用を有期で給付

◆学習等支援
・生活困窮家庭のこどもに対する学習支援や保護者への進学助言
を実施

◆自立相談支援事業

・訪問支援（アウトリーチ）も含め、
生活保護に至る前の段階から早
期に支援

・生活と就労に関する支援員を配
置し、ワンストップ型の相談窓口
により、情報とサービスの拠点と
して機能

・一人ひとりの状況に応じ自立に
向けた支援計画を作成

・地域ネットワークの強化など地域
づくりも担う

包括的な相談支援

◇ハローワークとの一体的支援
・自治体とハローワークによる一体的な就労支援体制の全国整備等に
より早期支援を推進

就労に一定期
間を要する者

◆就労準備支援事業
・就労に向けた日常・社会的自立のための訓練

家計から
生活再建を
考える者

再就職のため
に居住の確保
が必要な者

緊急に衣食住
の確保が
必要な者

貧困の連鎖の
防止

◆一時生活支援事業
・住居喪失者に対し支援方針決定までの間衣食住を提供

なお一般就労が困難な者

就労支援

家計再建支援

居住確保支援

子ども・若者支援

本
人
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
（※

）

基本は現金給付ではなく自立に向け

た人的支援を、有期により提供

早期就労が
見込まれる者

緊急的な支援

※ 右記は、法に規定する支援（ ◆ ）を中
心に記載しているが、これ以外に様々な支
援があることに留意



自立相談支援事業について

○ 福祉事務所設置自治体が直営又は委託により自立相談支援事業を実施。

※ 委託の場合は、自治体は受託機関と連携して制度を運営。行政は支援調整会議に参画し、支援決定を行うほか、社会資源の開発を担う。

○ 自立相談支援事業は、生活困窮者からの相談を受け、

① 生活困窮者の抱えている課題を評価・分析（アセスメント）し、そのニーズを把握

② ニーズに応じた支援が計画的かつ継続的に行われるよう、自立支援計画を策定

③ 自立支援計画に基づく各種支援が包括的に行われるよう、関係機関との連絡調整を実施

等の業務を行う。

新事業の概要

○ 生活保護に至る前の段階から早期に支援を行うことにより、生活困窮状態からの早期自立を支援。

○ 生活困窮者に対する相談支援機能の充実により、福祉事務所の負担軽減とともに、社会資源の活性化、地域
全体の負担軽減が可能に。

各分野の支援事業・支援機関

生
活
困
窮
者

生
活
困
窮
状
態
か
ら
の
脱
却

相
談
窓
口

包括的・継続的な支援

一時生活支援

就労準備支援、就労訓練事業

住居確保給付金

家計相談支援

学習支援

総合的なアセ
スメント

本人の主体性と
多様性を重視

自立生活のためのプランの作成 ○再アセスメントに
よる 評価

○プランの見直し

早期把握

フォローアップ

等

自立相談支援事業

8

法定サービスに係る
自治体の支援決定

ハローワーク

法以外の各種支援事業・支援機関 民生委員・自治会・ボランティア

期待される効果



就労に向けた支援の充実・強化

◎ 生活困窮者の就労に向けた支援を充実・強化するため、就労準備支援事業の創設、就労訓練事業の
場の提供の推進等により、本人のステージに応じたきめ細かな支援策を実施する。

本人のステージに応じた支援

○自治体とハローワークとが一
体となった就労支援

○自治体自ら実施する
就労支援○就労準備支援事業の創設

・就労体験等を通じた訓練

・生活習慣確立のための指導や地域活動への参加
等の日常・社会生活自立のための訓練

一般就労

日常生活
自立

○ 「就労訓練事業（いわゆる中間的就労）の場」の提供等
・ 直ちに一般就労を目指すことが困難な人に対して、

支援付きの就業の機会の提供などを行う
「就労訓練事業」の場の提供等を支援

社会参加

就労訓練事業

11
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「
社
会
的
孤
立
」と
い
か
に
向
き
合
う
か

　

こ
れ
ま
で
の
５
回
の
連
載
で
は
、「
社
会
的
孤
立
」

の
多
様
な
諸
相
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、私
た
ち
の
暮
ら
し

の
ご
く
身
近
な
と
こ
ろ
で
「
社
会
的
孤
立
」が
生
じ

て
い
る
こ
と
、そ
の
多
く
は
経
済
的
困
窮
と
隣
り
合

わ
せ
で
あ
る
こ
と
、ま
た
そ
う
し
た
「
社
会
的
孤
立
」

を
生
み
出
す
要
因
は
多
様
か
つ
複
合
的
で
構
造
的
で

あ
る
こ
と
で
す
。さ
ら
に
は
、「
社
会
的
孤
立
」を
め
ぐ

る
課
題
は
、「
社
会
的
排
除
」と
も
深
く
重
な
り
合
っ

て
い
る
と
い
う
認
識
も
大
切
で
し
ょ
う
。

　

現
代
社
会
を
象
徴
す
る
構
造
的
課
題
と
し
て
「
社

会
的
孤
立
」を
捉
え
、そ
こ
か
ら
目
を
逸
ら
さ
ず
に
向

き
合
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、そ

の
現
実
を
直
視
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
社
会
的
孤
立
」の
多
様
さ
と
深

刻
さ
を
訴
え
る
だ
け
で
は
何
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
も

事
実
で
す
。具
体
的
な
対
応
へ
と
踏
み
出
す
時
が

や
っ
て
き
て
い
ま
す
。平
成
27
年
4
月
施
行
の
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
法
は
、福
祉
事
務
所
設
置
自
治
体

に
、自
立
相
談
支
援
事
業
等
の
実
施
を
義
務
づ
け
て

い
ま
す
。こ
の
法
律
に
基
づ
く
各
事
業
は
、「
社
会
的

孤
立
」に
対
応
す
る
一
つ
の
重
要
な
手
立
て
と
な
る

は
ず
で
す
。そ
の
際
、こ
の
新
た
な
生
活
困
窮
者
支
援

制
度
の
枠
内
で
何
が
で
き
る
か
だ
け
で
は
な
く
、こ

れ
を
う
ま
く
使
え
ば
地
域
で
何
が
で
き
る
か
と
い
う

発
想
が
と
て
も
大
切
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
新
た
な
生
活
困
窮
者
支
援
制
度
を
、地
域
に

お
け
る
新
し
い
支
援
の
か
た
ち
と
し
て
根
づ
か
せ
る

こ
と
が
で
き
る
か
。本
制
度
を
有
意
義
な
も
の
と
し

て
展
開
し
て
い
く
た
め
に
は
、制
度
が
内
包
す
る
理

念
を
正
確
に
認
識
し
、そ
の
中
核
と
な
る
自
立
相
談

支
援
事
業
を
生
活
圏
域
に
深
く
根
ざ
し
た
「
総
合
相

談
」と
し
て
展
開
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

「
生
活
困
窮
者
」と
は
誰
の
こ
と
な
の
か

　

本
制
度
の
対
象
と
な
る
「
生
活
困
窮
者
」を
ど
の

よ
う
に
規
定
す
る
か
に
よ
っ
て
、そ
の
取
り
組
み
は

大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
す
。同
法
第
２
条
に
お
い
て

は
、「『
生
活
困
窮
者
』と
は
、現
に
経
済
的
に
困
窮
し
、

最
低
限
度
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
お
そ
れ
の
あ
る
者
を
い
う
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
条
文
か
ら
素
直
に
読
み
取
れ
ば
、生
活
困
窮
者
と

は
、「
す
で
に
経
済
的
に
困
窮
し
た
状
態
に
あ
り
、生

活
保
護
の
手
前
に
あ
る
人
」と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。一
般
的
に
も
、「
お
金
に
困
っ
て
い
る
人
」と
受
け

取
る
人
が
多
い
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、同
法
の
成
立
過
程
に
お
け
る
議

論
に
お
い
て
は
、生
活
困
窮
者
と
は
経
済
的
困
窮
の

み
な
ら
ず
社
会
的
孤
立
を
含
む
も
の
と
し
て
議
論
し

て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。実
際
、経
済
的
困
窮
者
の

多
く
は
、複
合
的
な
生
活
上
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。そ
う
し
た
場
合
に
は
、表
面
的
な
経
済
的
課
題
の

新たな生活困窮者支援制度と「社会的孤立」
～地域における「総合相談」の展開に向けて～

　本年度の連載では、生活困窮者支援をめぐる国の整理を出発点に、経済的困窮にとどまらな
い生活困窮の課題について考えてきました。特に後半では「社会的孤立」に注目し、若者や心
の病のある方、認知症の方と家族、高齢期を迎えようとする方や、外国につながる方たちにとっ
て、どのような孤立の現実があるのか、本県の福祉実践をもとに追ってきたところです。
　そこで最終回となる今回は、新たな生活困窮者支援制度を踏まえた地域の「総合相談」の展
開に向けて、大阪市立大学大学院生活科学研究科教授の岩間伸之さんにご寄稿をいただきました。

「社会的孤立」とは何か 6　
連 載

大阪市立大学大学院 生活
科学研究科教授 岩間伸之
さん／同志社大学大学院
文学研究科社会福祉学専
攻博士課程後期修了。大
阪市成年後見支援センター
運営委員会委員長、（N）西
成後見の会代表理事。現
在、厚労省生活困窮者自
立促進支援モデル事業推
進検討会委員。
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み
に
対
応
し
て
も
本
質
的
な
解
決
に
至
る
こ
と
は
な

い
で
し
ょ
う
。社
会
的
孤
立
と
経
済
的
困
窮
に
至
る

問
題
構
造
は
深
く
重
な
り
あ
っ
て
い
ま
す
。長
期
の

ひ
き
こ
も
り
、ホ
ー
ム
レ
ス
、自
殺
企
図
、自
己
破
産
、

ゴ
ミ
屋
敷
等
々
に
至
る
課
題
は
、個
別
に
複
雑
で
深

刻
で
す
。こ
う
し
た
社
会
的
孤
立
は
、同
時
に
社
会
的

排
除
の
問
題
で
も
あ
る
の
で
す
。

　
「
生
活
困
窮
者
」と
は
誰
の
こ
と
な
の
か
。そ
こ
に

「
社
会
的
孤
立
」を
包
含
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、こ
の

新
制
度
は
個
別
支
援
と
地
域
支
援
を
一
体
的
に
推
進

す
る
、つ
ま
り
「
総
合
相
談
」と
い
う
地
域
に
お
け
る

本
来
の
支
援
の
視
座
と
か
た
ち
を
創
造
す
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

生
活
困
窮
者
支
援
制
度
の
理
念
を
問
う

　

新
た
な
生
活
困
窮
者
支
援
制
度
の
理
念
は
、法
律

そ
の
も
の
で
は
な
く
、そ
の
成
り
立
ち
に
色
濃
く
反

映
さ
れ
て
い
ま
す
。制
度
の
中
核
を
な
す
自
立
相
談

支
援
事
業
に
お
け
る
理
念
と
は
、お
お
む
ね
次
の
６

点
に
整
理
で
き
ま
す
。

１
．社
会
的
孤
立
を
含
む
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援

　

生
活
困
窮
者
を
経
済
的
困
窮
の
み
な
ら
ず
、前
述

の
よ
う
に
、社
会
的
孤
立
に
ま
で
広
げ
て
対
象
と
す

る
こ
と
で
す
。結
果
と
し
て
、地
域
生
活
上
の
生
活
の

し
づ
ら
さ
に
焦
点
を
当
て
て
支
援
を
展
開
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。そ
の
実
践
の
蓄
積
は
、「
制
度
の
狭
間
」

を
解
消
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

２
．予
防
的
機
能
の
推
進

　
「
事
後
対
応
型
」か
ら
の
脱
却
を
図
り
、「
事
前
対
応

型
」へ
の
転
換
を
視
野
に
入
れ
た
予
防
的
ア
プ
ロ
ー

チ
を
推
進
す
る
こ
と
で
す
。早
期
発
見
・
早
期
対
応

に
よ
っ
て
、深
刻
な
事
態
に
陥
る
こ
と
を
未
然
に
防

ぐ
予
防
的
支
援
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３
．ア
ウ
ト
リ
ー
チ
機
能
の
推
進

　

専
門
職
が
本
人
の
生
活
拠
点
で
あ
る
地
域
に
出
向

き
、ニ
ー
ズ
の
あ
る
本
人
に
個
別
に
働
き
か
け
る
こ

と
で
す
。同
時
に
、小
地
域
に
お
け
る
早
期
発
見
の
た

め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
や
地
域
住
民
が
身
近
な

と
こ
ろ
で
支
え
合
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
創
出
を
積
極
的

に
仕
掛
け
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

４
．伴
走
型
支
援
機
能
の
推
進

　

単
発
的
で
一
時
的
な
支
援
で
は
な
く
、本
人
の
状

況
に
合
わ
せ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
支
援
を
個
別
的

か
つ
継
続
的
に
展
開
し
ま
す
。そ
の
過
程
で
は
、本
人

の
主
体
性
を
喚
起
す
る
働
き
か
け
と
本
人
を
取
り
巻

く
環
境
と
の
関
係
づ
く
り
が
重
視
さ
れ
ま
す
。結
果

と
し
て
、生
活
面
の
支
援
だ
け
で
な
く
、本
人
の
人
生

そ
の
も
の
を
支
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

５
．「
出
口
戦
略
」と
し
て
の
社
会
資
源
の
創
出

　

支
援
プ
ロ
セ
ス
の
入
口
に
あ
た
る
早
期
発
見
・
早

期
対
応
の
み
な
ら
ず
、「
出
口
」の
支
援
の
強
化
が
必

須
と
な
り
ま
す
。就
労
支
援
の
充
実
・
強
化
は
、新
た

な
生
活
困
窮
者
支
援
制
度
の
柱
の
一
つ
で
す
が
、そ

れ
を
「
出
口
戦
略
」と
し
て
社
会
資
源
の
創
出
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
こ
で
は
、一
般
就
労
に

至
る
ま
で
の
社
会
的
居
場
所
づ
く
り
や
中
間
的
就
労

と
い
っ
た
本
人
の
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
支
援
が
強
調

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

６
．�地
域
に
お
け
る
多
層
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る

協
働
的
支
援
の
展
開

　

地
域
の
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
及
び
組
織
・
団
体
が
自

ら
担
い
手
と
し
て
関
与
し
、当
事
者
、地
域
住
民
、専

門
職
、行
政
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
協
働
し
て
個
別
支
援
と
地

域
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。す
な
わ
ち
、特
定
の

機
能
を
特
定
の
セ
ン
タ
ー
等
が
担
う
の
で
は
な
く
、

地
域
で
機
能
を
共
有
す
る
こ
と
で
す
。

地
域
に
お
け
る「
総
合
相
談
」の
展
開
に
向
け
て

　

生
活
困
窮
者
支
援
制
度
が
内
包
す
る
理
念
を
具
現

化
す
る
た
め
の
「
仕
掛
け
」と
し
て
、自
立
相
談
支
援

事
業
に
お
け
る
総
合
相
談
モ
デ
ル
を
提
示
し
て
き
ま

し
た（
※
）。こ
れ
は
、生
活
の
し
づ
ら
さ
を
抱
え
た
人

た
ち
が
暮
ら
す
生
活
の
場
を
拠
点
と
し
て
「
総
合
相

談
」を
展
開
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、中
学
校
区
レ
ベ
ル
の
日
常
生
活
圏
域

を
実
践
上
の
基
礎
単
位
（
基
本
ユ
ニ
ッ
ト
）と
し
、総

合
相
談
を
推
進
す
る
た
め
の
中
核
と
し
て
位
置
づ
け

て
い
ま
す
。総
合
相
談
も
伴
走
型
の
継
続
的
支
援
も
、

生
活
の
場
で
あ
る
地
域
を
拠
点
と
し
て
こ
そ
、そ
の

特
性
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
ま
す
。ま
た
、基
本
ユ
ニ
ッ

ト
に
お
け
る
展
開
の
方
法
と
し
て
、「
地
域
を
基
盤
と

し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
」を
想
定
し
て
い
ま
す
。そ

の
特
質
は
、「
個
を
地
域
で
支
え
る
援
助
と
個
を
支
え

る
地
域
を
つ
く
る
援
助
を
一
体
的
に
推
進
す
る
こ

と
」を
基
調
と
し
て
い
る
点
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
新
た
な
制
度
を
理
念
に
基
づ
い
て
積
極
的
に

進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
社
会
的
孤
立
」を
含
め
た

生
活
の
し
づ
ら
さ
に
対
応
で
き
る
総
合
相
談
の
展

開
、ひ
い
て
は
地
域
福
祉
の
推
進
に
つ
な
が
る
は
ず

で
す
。�

（
い
わ
ま
　
の
ぶ
ゆ
き
）

「社会的孤立」とは何か 6　

※
参
考
文
献
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︱
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福
祉
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Nttё ぐ ハヽ」望轟ぐ8ヽ日

「鶏ぐ塁図 OWSЮく」N麒
誉麟やく後ヽ 3せ ゛篠S賽
S°

D晏ハ邸粂゛′
匡瑯C怪 1月

呵騨せ鶏誉゛縦締
′利‐食■

諄ぐ毬量榊機ぐC「州理国悠

撫CJ理枢緊CttS択せ窓■

゛よ醸稀ぐ」 C■駆悩NO
(NO嗣 ∞研卜駅)′ E雑ぐ

哨 葉 群 調I mIE(Cヾ

〇出∞゛H眠
)′

∞OHN↓燃や一

1ヽ卜 ヽ′く こ`枢緊

女選帥lBF釈憮無墨

ぐ縛ぐ牌翼翠製椰

翔Kミくコ晴講闘口抑ぷ゙
`」

塁

鶏SV゛罫0(姜

“

い́せ
′
期理図燎

榊馬壼
′
熙郎選国

悠Cぐ姜゛Ъ縛ぐ

E恵樹掏゛0や C
測⇒V籠編ハV和
製熙棄築捻Q°

駅畿
′
翠燦3国

態榊Cヽv迦′
郎

ぐE姜期理‖C誌
躙掏霧ぺVSヾ°

中 い́0製 バぐ塁

遷
′
艦lE密椰単郎

3騰躙Cぐ建女授
Dν´く楓紹椰護

丞EKll●ハ」測煙邸

3° 縛ぐ選ぶ樹N
翠瑯選国態」K41゛

肛躙彗刹セ雄0側

0いく Oν 3く゛

暉銀 Cも れハ」や

s′ 姜一くヽK′

tllI熱ぐ図
4・

IEll口 /

回

Ｆ
眠
０

（購
ｏ
剣
怪
眸
）
購
ヾ
Ｆ
ｏ
劇

↑
ｅ
繕
側
嘲
ｅ
瀧
通
判
「和
熙
国
製
鋼
』

鵬
ｏ
ｏ
卜
総
　
繹
鯉
ぐ
翠
ｅ
胚
Ｋ

ゃい0■絆ハJ～ 署‐■ 9V´ ハ」



●法第2条第1項において、法の対象者となる「生活困窮者」とは、「現に経済的に困

窮し、最低限度の生活を維持することができなくなるおそれのある者」とされている。

●その上で、生活自窮者の多くは複合的な課題を抱えていることから、自立相談支援事

業の運営に当たらては、できる限り対象を広く提え、ツト除のない対応を行うことが必

要である。

●法第1条において、法の目的は、「生活困窮者の自立の促進を図ること」とされてい

る。このため、必要な方にその状態に応じた就労支援を行うなど、包括的な支援によ

り支援効果を最大限高めていくことが必要である。同時に、支援は生活困窮者の状態

に応じて個別に検討するととヽ に、法のめざす自立には、経済的な自立のみならず、

日常生活における自立や社会生活における自立も含まれることに留意することが必要

である。

●また、生活困窮者が自立するためには、働く場などを拡大していくことも必要である

が、例えば地域から孤立したままでは、課題の解決は困難となることも考えられる。

そのため、法の目的である生活困窮者の自立を促準してャくヽためには、生活困窮者東

援を通 じた地域づくりも日標の三 などにも配慮することが

重要である。

●自立相談支援事業においては、まずは、生活困窮者を幅広く受け止めることが求めら

れるが、自立相談支援機関の対応可能な範囲を超えないようにすることも必要である。

そのため、全ての課題について当該機関のみで対応するのではなく、法に定める各種

事業、法外の関連事業、インフォーマルな取組などと連携することが重要である。

●相談は幅広く受け付けた上で、その後の支援については、自立相談支援機関が調整機

能を適切に担いつつ、他の適切な支援機関につないでいくこと、及びチTム として支

援することが重要である。また、既存の社会資源では生活困窮者の課題に対応できな

い場合には、地域における関係者 との協議を通じて、新たな社会資源を開発していく

ことが求められる。

出所 :『生活困窮者自立相談支援機関の設置・運営の手引き (平成25年度セーフティネ z卜 支援対策等事業

費補助金社会福祉推進事業報告書)』 一般社団法人北海道総合研究調査会,2014年 3月 ,p.21.



●厚生労働省 「新たな生活困窮者 自立支援 lll度 に関す る質疑応答集」平成25年 12月 10日

間 1 生活困窮者については、法案上「現に経済的に困窮 し、最低限度の生活を

維持することができな くなるおそれのある者」とされているが、その具体的

な範囲如何。自治体間で取扱いに差が生 じないよう明確に示すべき。

(答 )

○ 法の対象となる「生活困窮者Jと は、「退二塁渡血二塁虚上轟量低眼底の生

通止進董立五昼止宣童整豊≦塵産量丞盪国盪璽最圭」(法第2条第 1項)で ある。

※ ただし、モデル事業においては、生活保護受給者も含めて対応することとしている。

○ その上で、住居確保給付金、就労準備支援事業、一時生活支援事業につい

ては、具体的な所得・資産要件を定めることとしているが、自立相談支援事

業においては、相談事業の性格上、所得 。資産に関する具体的な要件を設け

るものではなく、複全並ム課題丘抱え重生量囚顔童が二重底Ω迭圃上二血旦

※ また、生活困窮者の中には、社会とのつながりが薄れ、自らサービスにアクセスで

きない者も多いことから、対象者の把握は、アウトリーチも含め早期支援につながる

よう配慮することが重要である。

○ 法の 目的は、生活困窮者の 自立の促進 を図ることにある。このため、必要

な方にその状態に応じた就労支援を行うなどt包括的な支援により支援効果

を最大限高めていくことが必要である。一方同時に、支援は生活困窮者の状

態に応じて個男1に検討するとともに、制度のめざす自立には、経済的な自立

また、生活困窮者が自立するためには、働く場などを拡大していくことも

必要であり、また例えば地魃血ム孤立上上広広正進轟農題Q農迭重困難上血

も日標の一つであり、孤立状態の解消などにも配慮することが重要である。

○ このように、自立相談支援事業においては、生活困窮者を幅広く受け止め、

包括的な支援を行うが、一方で、自立相談支援機関において対応可能な範囲

を超えないようにすることが必要である。

この点、生活困窮者への支援は、当該自立相談支援機関のみが担うのでは

なく、法に定める各種事業、法外の関連事業、インフォーマルな取組などと

連携することが重要であり、相談は幅広く受け付けた上でその後の支援につ

いては、自立相談支援機関が調整機能を適切に担いつつ、他の適切な支援機

関につないでいくことやチームとして支援することが重要である。また、既

存の社会資源では生活困窮者の課題に対応できない場合には、地域における

関係者との協議を通じて、新たな社会資源を開発していくことが求められる。

① なお、対象者の考え方については、以上のとおりであるが、生活困窮者か

らの相談を排除することなく対応することを前提に、とりわけ制度の立ち上

げ当初においては、地域の実情に応じ、より重点的に対応する者を設定する

ことは可能である:



 
  ○社会保険制度  
  ○労働保険制度 

 

 
○生活保護制度 

→国民の信頼に応えた制度の確立 
 

○新たな生活困窮者 
 支援体系の構築 

○求職者支援制度 
   （H23.10～） 

【第
１
の
ネ
ッ
ト
】  

【第
２
の
ネ
ッ
ト
】 

【第
３
の
ネ
ッ
ト
】 

「生活支援戦略」の基本的な方針 

【「生活支援戦略」中間まとめ（抜粋）】 
○基本目標 
・生活支援戦略では、生活困窮者が経済的困窮と社会的孤立から脱却するとともに、親から子への「貧困の連鎖」を防止することを促進する。 
・国民一人ひとりが「参加と自立」を基本としつつ、社会的に包摂される社会の実現を目指すとともに、各人の多様な能力開発とその向上を図り、活
力ある社会経済を構築する。 
・生活保護制度については、必要な人には支援するという基本的な考えを維持しつつ、給付の適正化を推進する等によって、国民の信頼に応えた

制度の確立を目指す。  

 
 

生
活
支
援
戦
略 

【期待される効果】 

①社会参加と自立の促進 

 ・生活困窮状態から脱却し、社会に参

加し自立する人の増加 

②「貧困の連鎖」の防止  

 ・子どもの貧困の防止、若者の就労・自

立の促進 

③生活保護給付の適正化 

 ・①・②や、指導等の強化による生活保

護給付の適正化の促進 

④自治体業務の軽減 

 ・「官民協働」による生活保護ケース

ワーカー業務の軽減と自立支援強化 

1 



総合的な相談と「包括的」かつ「伴走型」の支援 

 

生
活
困
窮
者
（
経
済
的
困
窮
・社
会
的
孤
立
） 

 
 

生
活
困
窮
状
態
か
ら
の
脱
却 

 

【
総
合
的
な
相
談
窓
口
】ア
ウ
ト
リ
ー
チ
も
重
視 

「包括的」かつ「伴走型」の支援 

 
 
 

各分野の支援事業・支援機関 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

○緊急的
な支援 

 
 
 

 
 
○就労支援 
 
 

 
 
○居住の確保 
 
 

 
 
○家計再建支援 
 
 

 
 
○養育相談・学習支援 
 
 

○総合的な 
 ｱｾｽﾒﾝﾄ 
 

本人の主体性と 
多様性を重視 

○自立生活のためのプランの 
 作成 
○各機関の連携による「チーム
支援」の実施  

 
 
 
 

○再ｱｾｽﾒﾝﾄによる 
評価 

 

○プランの見直し 
 

 
 
 
 

早期把握 

 
フォローアップ 
 

等 

「官民協働」の支援態勢 
    福祉事務所やハローワークとＮＰＯ、社会福祉法人、消費生活協同組合、民間企業との連携 

2 

【「生活支援戦略」中間まとめ（抜粋）】 
○経済的困窮者・社会的孤立者の早期把握 
   経済的困窮者・社会的孤立者を早期に把握し、必要な支援につなぐため、地域のネットワークの構築や、民間事業者・公的機関と地方自治体との
連携強化、縦割りでない包括的な総合相談体制の強化等を図る。  

○初期段階からの「包括的」かつ「伴走型」の支援態勢の構築 
  初期段階から、「谷間」のない総合相談や「待ちの姿勢」でない訪問型支援（アウトリーチ）、チームアプローチによる支援を展開し、「包括的」かつ
「伴走型」の支援態勢を築く。 

○民間との協働による就労・生活支援の展開 
   これまでの公的機関による支援だけでなく、ＮＰＯや社会福祉法人、消費生活協同組合、民間企業、ボランティア等の「民の力」との協働により、就
労・生活支援事業を展開する。 
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【福祉事務所設置自治体】

自立相談支援機関

主任相談支援員
相談支援員
就労支援員

自立相談支援事業/住居確保給付金/就労準備支援事業/
支援調整会議

一時生活支援事業/家計相談支援事業/学習支援事業等

《基本ユニット》

【日常生活圏域（中学校区等）】

総合相談推進機関

地域担当の専門職（相談支援員）
（コミュニティソーシャルワーカー等）

地域を基盤としたソーシャルワークの拠点
・個を地域で支える援助（ )
・個を支える地域をつくる援助

【小学校区等】

地域側の中核的担い手
（地域福祉コーディーター等）

・早期発見・早期対応による予防的支援
・支え合い活動による課題解決と見守り
・地域住民と専門職の協働による課題解決

（複数小学校区等)

多様な相談機関・サービス提供機関・ＮＰＯ等

(複数中学校区等)

（筆者作成）

図 自立相談支援事業における総合相談モデル（理念型）

出所：岩間伸之「新たな生活困窮者支援制度の理念と『総合相談』の推進－社会福祉協
議会に求められる役割－」『月刊福祉』96-12,全社協,2013年,p.25。



予防的アプローチの推進とソーシヤルワークの新しい展開

岩間伸之

かつて岡村重夫は,地域福祉の構成要素として,コ ミュニティ・ケア,一般地域組織化,福祉組

織化,予防的社会福祉, を示した。この「予防的社会福祉」について,岡村は,社会生活上の困難

の「発生予防」のみならず社会生活の積極的な改善をも目的とすること,そ してその対象は個人だ

けでなく,住民全体をも含むと言及している (『地域福祉論』光生館,1974年 ).

近年,生活支援戦略,総合相談,地域包括ケア,虐待対応等において予防的観点が強調されるよ

うになっている.ま た,地域を基盤としたソーシャルワークにおいても予防的支援が重要な機能と

して位置づけられている.こ うした一連の動向においては,問題解決やニーズ充足に際し,地域住

民を含めたインフォーマルサポー トの積極的な関与が想定されている。そのことは,早期発見・早

期対応を含んだ予防機能を重視する社会福祉へのパラダイム転換を意味するものである.

振 り返ってみれば,福祉制度の運用を中心に置いたわが国の社会福祉は,申請主義を背景とした

「事後対応型福祉」という傾向が強かった。つまり,専門職等による何らかの支援が必要となる深

刻な事態に陥ってから対応が開始されるということである.その場合,本人へのダメージは大きく,

また援助する側も多くの労力を要することになる.

ソーシャルワーク実践には,「事後対応型福祉」からの脱却を図り,「事前対応型福祉」への転換

を視野に入れた予防的アプローチの推進が求められる。早期発見・早期対応によって,深刻な事態

に陥ることを未然に防ぐというアプローチは,権利擁護の視座からも重要な意味をもつ。子どもや

高齢者,障害者等への虐待に対して適切に対応するだけでなく,その虐待自体を未然に防ぐという

働きかけは,優れた権利擁護の取 り組みとなる.子育ての不安や介護の負担は,ある日突然にやっ

てくるわけではない.

ソーシャルワークにおいて予防的アプローチを活性化するためには,ソ ーシャルヮーカーの新し

い実践枠組みを志向した意識改革が求められる。日前のクライエントヘの個別支援に終始するだけ

でなく,そ こを起点として近隣住民の気づきを促進し,福祉力の向上に向けた取 り組みが重要とな

る。また,同時並行で,個別支援を視野に入れた地域福祉の基盤づくりへのアプローチも不可欠で

ある。「事前対応型福祉」の推進のためには,こ れらを可能にするシステムが必要となる。そこには,

発見と見守 りの機能を有する地域住民の参画,地域住民と専門職が協働できる体制づ くり,そ して

ソーシャルワークにおける予防的支援のための方法と評価の明確化などが含まれなければならな

セヽ.

社会福祉ないしはソーシャルワークにおける予防的アプローチは,古 くて新しいテーマである.

つまり,重視されながらも十分に機能してこなかった予防機能は,こ の施策的潮流下において,い

よいよ実践レベルでの推進が求められるようになっている。

ソーシャルワークが対象としてきた領域は, もはやソーシヤルワークだけの聖域ではなく,ま た

新しい実践領域の拡大も不可避の状況にある.予防的アプローチを基軸においたソーシャルワーク

の専門的機能の開発とその提示は,新 しい活路を拓 くことになるはずである。

出所 :『 ソーシヤルワーク研究』38-3,相川書房,2012,p.1.



図 12-1 予防的支援のための 4つのアプローチのイメージ図
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出所 :岩間伸之「〈unit 12)予防的支援とインフォーマルサポー ト」岩間伸之
。原田正樹著『地域福祉援助をつかむ』有斐閣,2012,p.126.



岩 間 伸 之 （いわま のぶゆき） http://www.life.osaka-cu.ac.jp/cgi/pro.cgi?3211
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